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真 宗真 宗真 宗真 宗

しんしゅう

大谷派大谷派大谷派大谷派

おおたには

    楠林山楠林山楠林山楠林山

なんりんざん

    浄浄浄浄

じょう

    泉泉泉泉

せん

    寺寺寺寺

じ

 

〒656-0026 洲本市栄町４－３－４３  電話 0799-22-4798 

 

おおおお内仏内仏内仏内仏

な い ぶ つ

（（（（仏壇）に座る仏壇）に座る仏壇）に座る仏壇）に座る    ②②②②    ～～～～    本尊本尊本尊本尊

ほんぞん

    ＜＜＜＜一番大切な一番大切な一番大切な一番大切なことことことこと＞＞＞＞    ～～～～    

このコーナーでは、皆さんのご家庭にあるお内仏（仏壇）についてのアレコレを連載します。 

 

 

 浄土真宗のご本尊

ほ ん ぞ ん

は阿弥陀

あ み だ

如来

に ょ ら い

（南

な

無

む

阿

あ

弥

み

陀

だ

仏

ぶ つ

）です。私たちは、仏様といえば人間のよう

な姿かたちをした仏像や仏画をイメージしてしまいます。しかし、仏様とは本来姿かたちある

ものではなく、私一人の姿をありのままに映し出してくださる鏡のような大きな「はたらき」

なのです。あるいは、私自身の誤魔化しのきかない影を照らし出す光のような「はたらき」と

いってもいいと思います。ところが「はたらき」といったところで、人間には何のことやらさ

っぱりわからないので、姿かたちある仏像や名号

みょうごう

（「南

な

無

む

阿

あ

弥

み

陀

だ

仏

ぶ つ

」や「帰

き

命

みょう

尽

じ ん

十

じ っ

方

ぽ う

無

む

碍

げ

光

こ う

如

に ょ

来

ら い

」、「南

な

無

む

不

ふ

可

か

思

し

議

ぎ

光

こ う

如

に ょ

来

ら い

」といったことば）で表わすことによって、はじめて私たちは私の

真実を知らしめるその「はたらき」に手を合わすことができるのではないでしょうか。私たち

が亡き方を通して仏様に手を合わせるきっかけをいただいたのと同じように、お釈迦様という

人を通して、仏様の大きな「はたらき」に出遇

あ

った人たちが、お釈迦様をモデルとして今日仏

像として伝わっている姿で仏様を表現したのではないかと思います。 

 仏様を表わす「如来

に ょ ら い

」という言葉は、「如

に ょ

」から来た、つまり真実から来たという意味です。

そのような仏様の大きな「はたらき」に出遇

あ

ってみれば、私という人間は「どこまでも真実に

背く者であったなぁ」ということだけが見えてきます。巻頭の住職の文章にもありましたが、

自分では絶対に気づくことのできない、直そうとしても直せない「自分」を仏様は教えてくれ

るのでしょう。 

 そのように真実から逃げる私を追いかけて、「これでもか！」と私に私の真実を教えようとし

ている真剣さが、私たちがいただくご本尊・阿弥陀様の立

・

っ

・

て

・

いらっしゃる姿に表わされてい

るのだと感じます。太陽が真東から昇り真西にまっすぐ沈むこのお彼岸、ご本尊に向き合うこ

とをとおして、決してまっすぐには歩ききれない私を教えられることです。 

(浄泉寺若院・釋

しゃく

亜世

あ せ い

) 

仏壇を置くスペースがない場合には、このような小型の三

み つ

折

お り

本尊

ほ ん ぞ ん

もあり

ます。立派な仏壇でなくとも、生活の場にご本尊

ほ ん ぞ ん

を安置することが大切

です。中央に阿弥陀

あ み だ

如来

にょらい

立像、向かって右側には「帰

き

命

みょう

尽

じ ん

十

じ っ

方

ぽ う

無

む

碍

げ

光

こ う

如

に ょ

来

ら い

」、左側には「南

な

無

む

不

ふ

可

か

思

し

議

ぎ

光

こ う

如

に ょ

来

ら い

」という２つの名 号

みょうごう

で阿弥陀様

のはたらきが表現されています。 

※三折本尊は本山で受けられます。お気軽に浄泉寺までご相談ください。 


